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短期的な社会的スキル・トレーニングの実践

社会人への適用を目指して1)

後藤 学 ・大坊郁夫2)

The Practice of Social Skills Training during a 

Short-Term Session for Member of Society 

Manabu GOTO and Ikuo DAIBO 

In this research， the possibility of applying social skills training (SST) during a short-term 
session for member of society was examined. This SST was given to 181 participants over two 
days， and after the session had ended， participants were asked to answer a rating scale that 
measured their social skills and a questionnaire in which they gave this impression of the SST. 
The training program was based on an巴xp巴rientiallearning method. When the chang巴between
a previous social skills score was examined， it revealed a positive effect in terms of nonverbal 
巴xpressionand decoding ability. The r巴sultof the participants' free description suggested that 
participants believed that the SST wanted to make th巴bestuse of their experience for not only 
personal growth but also for the support and training of others in their office and group. 
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問題

高度情報化を中心とした多様な社会変化に伴い，

コミュニケーションの希薄化 ・間接化が進み，現代

社会において対人関係を円滑に進めることは難しい

課題となりつつある。社会的スキル ・トレーニング

CSocial Skills Training;以下 SSTと表記する)に

関する実践 ・研究は，その社会的要請もあり，多様

な目的のもとでさまざまな方法論が導入され，適用

の裾野を広げてきた。

SSTは， 栗林・中野 (2007)によ ると， その訓練

目的に応じて，治療的SST，リハビリ的 SSTC生活

技能訓練)，予防的 SST，自己啓発的 SSTの4つに

分類される。近年では，対人的な不適応傾向を持つ

1)本研究の一部は，後藤 ・大坊(2005)にて報告した。
磯 友輝子先生(東京未来大学)，毛 新華先生
(大阪大学)をはじめ，多くの方々にご協力を賜っ
た。記して深謝する。

人や子とも等に対象を限定しない実践 ・研究が注目

されつつある。とはいえ，従来の SSTの実践 ・研究

は，子どもや大学生への適用例 (大坊 ・栗林 ・中野，

2000;福井， 2007;津村， 2002;吉田 ・斎藤 ・虞

岡， 2002，2005)に集中しており， 参加者の年代が

若年層に限定されてきた。

その一方で，南山大学人間関係研修センターでは，

社会人を対象とした「人間関係講座」等を頻繁に開催

し(南山大学人間関係研究センター，2009)，人間性

や対人関係能力の開発に力を入れている。 また， コ

ミュ ニケー ション スキルの向上を目的とした SST

を提供する企業(例えは、(株)グローパルフィ ールド

コミュニケーションズ， 2009)や，社会的スキルの

養成を目的と したゲー ムを開発する企業(例えば

2)大阪大学大学院人間科学研究科
Graduate School of Human Sciences. Osaka Uni-
versJty 
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(株)ク リエーシ ョンアカデミ ー，2009)が次々に登

場し，新入社員研修などに導入され始めている。さら

に教育現場においては， 教師の学級経営(新里 ・嘉

数 ・上原 ・島袋，2007)やキャ リア教育(楠奥，

2007)の中で SSTの応用が試みられているほか，地

方自治体レベル(横浜市教育委員会， 2009)でも子

どもの社会的スキル向上のためのプログラムが提供

されている。 このよ うに，広範な世代や所属集団にお

いて社会的スキルを向上させることに対するニーズ

は確実に高まっており，それに応える実践 ・研究の

必要性もますます高まっているといえる。

ところで SSTとひとえに言ってもその方法論は

多岐にわたる。 SSTで用いる方法論の基盤をどこに

置くかは， SSTの目的に依存するところが多い。対

人的な不適応行動の治療を目的とした場合には，行

動療法や認知行動療法といった臨床的な技法が用い

られ，対人的な不適応、の予防のために特定の社会的

スキルを修得させたい場合には，オペラン 卜条件つ

けを応用した学習理論に基づく手法が用いられる。

他方，自己啓発を目的とした SSTでは，クループ・

ダイナミ yクスの理論や体験学習等を背景に持った

方法論が導入されているケースが目立つ。

筆者らはこの数年，構造的な体験学習をベースと

した SSTを実践し併せてその効果測定に取り組

んできた。これまでに大学での講義 ・演習や，職場

での社員研修，生涯学習センタ 一等での講座など多

織な対象者に対して実践を踏んできたが，本報告で

は広範な世代を対象とした一例を紹介する。

構造的な体験学習が一般向けの SSTに向いてい

ると考えられる理由として，1)参加者がトレーニ

ングの目的を強く意識せず，ゲーム感覚で取り組む

ことができる， 2)参加者に体験学習の場を提供す

ることで，参加者自身が自分のコミュニケーショ

ン・スタ イルについて発見や気づきを得るこ とがで

きる， 3) ファシリテータ ーの技能がトレーニ ンク

の効果にさほど大きく影響せず，ファシリテーター

の役割は参加者の発見や気づきを意識させたり，そ

の発見や気づきを参加者間で交流させたりすること

に限定される，と いう 3点を指摘できる。

方法

2003年度から 2007年度の 5年間にわたり，放

送大学の面接授業3)(社会心理学)として，構造的な

体験学習に基づく SSTを連続する 2日間で実施し

た。この実習では，自分の意思を的確に伝え(記号

化)，相手の意思を正確に読み取れること(解読)を

中心とした基礎的な社会的スキルの充実 ・向上を目

標に据えた。 2日間のうち 1日目(約4時間)は，

ベア単位での実習を中心に，自らのコミュニケー

ション ・スタイルを把握し，ノンパーパル ・コミュ

ニケーションの意義や機能をl専権認させるような課

題を選定した。 2日目(約6時間)は小グループに

よる実習を中心に，多様なチャネルを駆使して，記

号化と解読，自己主張と傾聴のバランスの重要性に

気づかせるような課題を選定した (Table1)。 ト

レーニンク ・プログラムを構成する課題(本研究で

はこれをモジュ ールと呼ぶ)は，津村 ・星野 (1996a，

1996b， 1996c)，柳原(1976，1982， 1985)，大坊ほか

(2000)を参考にした。

面接授業の講師 l名以外にファシリテーターと

して，各年度 2~4 名(参加者は各年度 35 名程度。

詳細は結果参照)のスタッフが加わった。ファシリ

テーターには必ず男女が最低 l名含まれるように

した。ファシリテーターは各モジュ ールでの進行の

補助に加えて，参加者に対して新たな体験を通じて

感じたことや考えたことについて発言を促し，参加

者間で共有できるよう支援するような働きかけを

行っfこ。

参加者には，SSTの効果を自ら確認できるように

するため，実習の開始時， 1日目終了時，2日目終了

時の計3回，複数の社会的スキル尺度への自己報告

を求め，その結果を自己採点してもらった。参加者

に回答を求めた社会的スキル尺度は，ACT (Fried 

man， Prince， Riggio， & DiMatteo， 1980)の日本語

版(大坊，1991)ならびに JICS(Takai & Ota， 1994) 

であった。 ACTの日本語版4)(大坊，1991)は，

Friedman et al. (1980)の感情的コミュニケーショ

3)放送大学の学生は， 通常自宅でテレビを視聴し講義

を受ける。ただし年に数日，実際にキャンパスで講

師と対面して講義を受ける機会(面接授業)があ

る。受講生同土はお互いのことをほとんど見知って

いない。

4) この尺度は，社会的な積極性や情動の送信能力との

関連性も示されており，尺度得点、の性差がほとんど

認められなし、(大坊，1991)。 コミュニケーションに

おける全般的な記号化能力と対人的志向性を簡便に

測定できる代表的な尺度といえる。項目数は 130
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Table 1 トレーニ ング ・プログラムの構成

日 モジュ ール名 時間 方法 関連する要素

l回目のスキル測定 40 
小講義(対人関係は生もの) 45 講義
自己紹介ゲーム 30 グループ(10名程度) 自己主張，対人認知
視線と発話 30 ペア 非言語要素の役割l
表情の伝達 ・解読 30 ベア 非言語行動，表出と解読
息づかいの調和 20 ペア 他者との一体感，他者への信頼
2回目のスキル測定 30 
全体についてのふりかえり 15 

2 小講義(社会的スキルとは) 60 講義
自分とは何か (4つの言葉の選択) 40 グループ(適宜) 自己概念，他者との相違
人間関係マップ 30 個人 自己概念
対人関係の解読 45 個人 (VTR視l徳) 非言語行動，解読
自己主張 a 45 個人 (VTR視総) 自己主張
問題解決(地図を作る〕 60 小グループ (5，6名) リーダーシソプ，傾l低 主張と抑制
無言で トラ ンプゲーム b 70 小グループ (4，5名〕 非言語行動，対人葛藤
スリ ーエイト c 70 小グループ (5，6名) 傾l鼠主張と抑制，対人葛藤
3回目のスキル測定 30 
全体についてのふりかえり 15 

※各日と も，適宜休憩を挟んだ.各年度で多少の違いはあるが，ほぼ共通したモジュ ルを用いた.
a: 2007年度のみ実施. b: 2003， 2004年度に実施 c: 2005年度以降実施.

ンテス ト CAffective Communication Test;以下

ACT)をもと に作成されており，対入場面における

非言語的表出性を測定する目的で使用した。ま た

]ICS (Japanese Interpersonal Communication 

Competence; Takai & Ota， 1994)は，日本文化特有

の社会的スキルを測定するための尺度として開発さ

れた。全 31項目のうちフィラ 一項目を除いた 22項

目は，察知能力 (PerceivedAbility; PA)， 自己抑制

(Self Reticence; SR)，階層的関係調整 (Hierarchical

Relationship Maintenance; HRM)，対人感受性 (In

terpersonal S巴nsitivity;IS)， あいまいさ耐性の低

さ(Tolerancefor Ambiguity; T A)の5つの下位尺

度からなる。 JICSでは ACTで十分にカバーできな

い解読能力， とりわけ日本人に特有の察しにかかわ

る能力の測定を意図した。

さらに SSTの効果を確認する補完的な指標とし

て， 各自の実習終了時に SSTに対する感想や SST

を通じた自らの気づき ・変化等について自由記述す

る， Iふりかえり用紙」への回答も求めた。ふりかえ

り用紙への回答は，2004年度以降の 4年間収集し

た。ふりかえり用紙で回答を求めた質問は(1)その

日の実習のうち，特に印象に残ったモジュールに関

する感想，(2)その日の実習で得られたことが今後

の生活にどのように活かせそうか，(3)その他， 総

合的な意見や感想，の3つであった。

結 果

過去5年間の参加者のうち，質問紙尺度の回答に

不備のない 181名(男性 50名， 女性 131名)を分

析の対象とした。 各年度の分析対象者は，2003年

度から順に 34名(男性8名， 女性 26名)，35名

(男性 9名，女性 26名)， 37名(男性 15名，女性

22名)， 39名 (男性 9名，女性 30名)， 36名(男

性 9名，女性 27名)であっ た。その中で年齢を記入

することに了承した 173名の平均年齢は 42.84歳

(SD= 1 l.80 ) で ， 参加者の年齢は 1O ~70 代までと

幅広かった。

SSTの効果に関する量的検討

SST開始時(初期値)の尺度得点、 SST開始時の

社会的スキルの差異を検討するため，SST開始時の

ACT 得点，JICSの下位尺度得点について実施年度

(5水準の参加者間要因)x性別 (2水準の参加者間

要因)の分散分析を行った。いずれの尺度得点でも

有意差は認められなかっ た。

SSTの全般的な効果 SSTの効果を検討するた

め，各尺度得点について実施年度 (5水準の参加者

間要因)x測定時期 (3水準の参加者内要因)の分散

分析を行った。 その結果，ACT (F(2，352)=67.54， 
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Table 2 SSTによる社会的スキル得点の変化

測定時期 l回目(開始時) 2回目(l日日終了時) 3回目 (2日目終了時)

測定尺度 M SD M SD M SD 

ACT (非言語的表出性) 60.67 (15.25) a 65.59 (16.36) b 67.91 (16.21) b 

PA (察知能力) 20.38 (3.94) a 20.93 (4.21) b 21.24 (4.44) b 

SR (自己抑制) 23.21 (4.40) a 23.60 (4.36) a 24.26 (4.70) b 
]ICS HRM (階層的関係調整〉 11.98 (1.98) a 12.18 (1.94) a 12.47 (1.88) b 

IS (対人感受性) 8.43 (2.31) a 8.75 (2.28) b 9.03 (2.24) C 

TA (あいまいさ耐性) 10.16 (2.32) 10.19 (2.16) 10.02 (2.45) 

※a， b， C:異なるアルファベットを付した箇所は有意差があったことを示す。 N=181

ρ<.001)， PA (F(2，352)=9目77，ρ<.001)，SR (F(2， 

352)= 10.58，ρ< .001)， HRM (F(2， 352)= 10.56， 

p < .001)， IS (F(2， 352) = 1l.27，ρ<.001)について測

定時期の主効果が有意であった。これらの尺度では

いずれも，実習開始時よりも実習後で得点が上昇し

ており，参加者は SSTにより自分がスキルフルに

なったと認知していた (Table2)。また， PA得点で

実施年度の主効果が有意 (F(4，176)=5.66，p<.001)，

HRM得点で交互作用効果が有意 (F(8，352) = 2.l6， 

ρ<.05)であった。下位検定の結果， 2004年度の

PA 得点は他年度と比べ有意に低かった。 HRM得

点では， 2005年度 (F(2，352)=3.78，p<.05))， 2006 

年度 (F(2，352) = 12.99， P < .001))でのみ得点が実習

後に有意に上昇し，その他の年度では変動しなかっ

fこ。

各尺度得点の変化について検討すると 1日目終

了時に SSTの効果が現れた尺度(ACT，PA， IS)と，

2日目終了時になってはじめて効果があらわれた尺

度(SR， HRM)，効果が認められなかった尺度 (TA)

があった (Table2)。この尺度間での変化パターン

の違し、は SSTのプロクラム構成による可能性が大

きい。 l日目のプログラムは非言語要素への気づき

を促すモジュ ールを中心に構成されており (Table

1 )，非言語的表出性や察知能力，対人感受性といっ

たスキルが参加者に意識されやすかったと考えられ

る。これに対し， 2日目のプログラムでは，小グ

ループでの体験を通して状況に応じた意思表示を行

うといった要素が参加者に認識されやすかったと思

われる。そのため 2日目になって初めて自己抑制や

階層的関係調整のスキルの向上が現れたと考えるこ

ともできょう。なお， TAについてのみ得点の変化

が認められなかった。本研究で実施した SSTでは，

非言語要素への注目や，他者との価値観の違い，コ

ミュニケーション ・スタイルの違いを参加者に気づ

かせることに主眼を置いたため，参加者の主張性を

高めることは優先されなかった面がある。そのた

め，主張性に関する意識 ・行動レベルでの変化には

結びつかなかったと考えられる。

参加者の個人属性の影響 参加者の性別ならびに

年齢によって SSTの効果が異なるか検討するため，

参加者 173名のデータを 20代以下 (21名)， 30代

(50名)，40代 (44名)， 50代 (42名)， 60代以上

(16名)の 5群に分けたうえで，参加者の年代(5水

準の参加者間要因)x性別 (2水準の参加者間要因)

×測定時期 (3水準の参加者内要因)の分散分析を

実施した。その結果， HRM得点で 3次の交互作用

が有意であった (F(8，326) = 2.55， P < .05))。下位検

定の結果，50代の男性でのみ， 3回目に得点が大き

く上昇していた。また， IS得点て、測定時期×性別の

交互作用が有意であった (F(2，326)=4.33，ρ<.05)。

ここでは女性よりも男性で IS得点の変化がより顕

著であった。

次に，参加者の SST開始時の社会的スキルの程

度よって SSTの効果が異なるか検討するため，参

加者 181名のデータを ACT得点に基づいて便宜的

に3群(高群 60名， [1コ群 61名，低群 60名)に分
け，参加者の SST前の ACT群 (3水準の参加者間

要因)x測定時期 (3水準の参加者内要因)の分散分

析を実施した。その結果， ACT得点 (F(2，178)=

202.61，ρ<.001))ならびに IS1尋点、 (F(2，178)=

15.05， p<.OOI))でACT群の主効果が有意， ACT 

得点では交互作用効果が有意傾向であった (F(4，

356)=2.32， p< .10)。

下位検定の結果， ACT低， 中群の参加者では，
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SSTを l日目， 2日目と経験するにつれて得点がし

だいに上昇したが(順にF(2，356)=37.07，ρ<.001，

F(2， 356)=26.36， p<.001)， ACT高群では 2回目

(1日目終了時〕から 3回目 (2日目終了時)にかけ

ての得点の伸び、が小さかった (F(2，356)=9.75，ρ<

.001)。したがって，SSTの効果は参加者の個人特性

によって大きな影響を受けるとは言い難いが， SST 

実施前からすでに ACTが高い参加者には天井効果

が生じ，得点の作"びが制限される可能性があること

がわかった。

SSTの効果は一様か 全体平均では， SSTに

よって参加者の社会的スキルが(あいまいさ耐性の

低さを除けば)朝並み上昇する傾向にあったが，

SSTの効果はすべての参加者に一様に認め られた

わけではない。本研究で用いた各尺度の得点変化バ

ターンを見るため，参加者の尺度得点の変化量を算

出した。変化量は 3回目の測定値(2EI目終了時)と

l回目の測定値(開始時)の差とした。 Figure1は

各尺度得点がどのくらいの割合の参加者で上昇，ま

た低下したかを示している。

ACTは項目数が多いため，他の尺度と比較して

変動しやすいこともあるためか，全体の 7割程度の
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Figure 1 得点変化の分布(図内の数字はN)

Tab1e 3 各クラスターの変化の特徴

JICS 
クラスター N ACT 

PA SR HRM IS TA 

23 官官 官官

2 66 
3 15 ι 
4 77 

(t t:大幅に得点上昇， ↑.得点上昇， ...:得点
低下)

参加者の得点が上昇した。また PAやSRでも 6書IJ

近くの参加者で上昇した。これに対し， HRMや

TAなど項目数の少ない尺度では全体の 4割程度が

ヒ昇するにとどま った。続いて尺度得点の変化量

(測定時期 l回目と 3回目の差)のデータを用いて

Ward法によるクラスター分析を行い，変化パタ ー

ンによる参加者の分類を試みた。各クラスタ ー内の

分散の大きさや各クラスタ ーの解釈可能性を検討

し， 4つのクラスタ ーを抽出した (Table3)。

第 1， 第4クラスタ ーでは， ACTi専点をはじめと

して得点の上昇が認められた。第 lクラスタ ーに属

する参加者は，特に ACT得点と 1S得点、の上昇が顕

著で， 他の J1CSの尺度得点についても全般的に変

化していた。また，第 4クラスタ ーの参加者は，

ACTとSRで効果が認められるものの，得点偏は

さほど大きくなかった。第 1クラスターと第4クラ

スターの参加者の得点変化パタ ーンは基本的には類

似しているが，第 4クラスタ ーでは察知能力，階層

的関係調整，対人感受性の得点変化があまり見られ

ず， ~ I:言語を中心とした記号化スキルは身につけた

ものの，状況を解説する能力はまだ不十分であると

いう認識を持っている可能性がある。

一方で，第 2クラスターの参加者は，ACT， JICS 

とも大きな得点変化が認められなかった。全体の 3

割程度がそれに該当しており，このクラスターの参

加者にとっては トレーニング内容のインバクトが弱

かったこ とや， SSTを一種の説得と感じたとすれ

ば， ブーメラン効果 (Hovland，Janis， & Kelley， 

1953)が生じたとも解釈できる。

さらに， 第3クラスタ ーの参加者では ACTの得

点が低下していた。このクラスターの参加者は表出

性が下がるとともに，自己抑制が強まり，察知能力

も上昇していることから，相手やその場に応じて表

出を抑える傾向が強ま ったと自己認知していると考

えられる。なお，第 2，第 3クラスターの参加者の

ふりかえり用紙には，以下のような記述が見られ

7こ。

-今回，自分の融通のなさをつくづく思い知っ

た。もっと人を見て，ある程度はあわせられる

人になりたいと思った。自分が正しいと信じる

ものが必ずしも正しいわけではないので，つね

に聞こうという姿勢を持てるようにしたし、

(2004年度参加， 30代女性)
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-もう少し自分を出したほうが，相手に自分を理

解してもらいやすいと思いましたので，積極的

になりたいと思います。 (2004年度参加，40代

女性)

・自分の細やかさが足りないと思った。(2005年

度参加，50代男性)

.物の見方考え方は人それぞれいろいろな方向で

考えられると言うこと，決まらず lつではな

い。在、は集団の中でなかなか話せなかったが，

今回の実験でいろいろな考えがあり，そのため

には私の意見も発表していかなければならない

と思いました。 (2007年度参加， 60代女性)

SSTを体験すると，参加者の多くはまず自分のス

キルの至らなさに気づくものと思われる。そのた

め，参加者がその気づきを抱えたまま実習を終えて

しまうと，スキル得点はむしろ低下してしまうこと

も生じうる。短期的な SSTを経験することで参加

者は自らのスキルに対する感受性が高まっていると

考えられるが，自らのスキルの程度を厳しく再評価

する参加者に対しては，スキルアッフ。が自覚できる

までトレーニング機会を継続して設けていくことが

必要である。

SSTの効果に関する質的検討

印象に残ったモジュール 参加者が特に印象に

残ったモジュ ールとして挙げたものを 3年分

(2004年， 2005年，2007年)について集計した結

果を Figure2に示す。全般的に個人もしくはペア

で活動するモジュ ールよりも，グループで活動する

モジュ ールのほうが印象に残っている割合が高い。

とりわけ問題解決場面や討論形式でのグループ活動

を8割近い参加者が印象に残ったモジュ ールとし

て挙げた。グループでの活動は，自分のコミュニ

ケーション ・スタ イルと他の参加者のそれとの違い

を再認識することにつながる。普段から自己主張が

強く 他人の意見を聴かないと思っている参加者で

は，他人の意見を聴き，それを認めることの重要性

が再認識され，逆に普段十分に自分の意見を言えな

いと自己認知している参加者では，自己主張するこ

との重要性が再認識される。参加者はみな同じモ

ジュ ールを体験しているわけだが，その人の普段の

コミュ ニケーション ・スタイルによって浮かび上

がってくる課題が異なる。このような活動は参加者

個々にとって多様な発見の場となるため，より印象

トランプゲーム

スリ エイ卜

問題解決

自分とは何か

表情の伝達・解読

対人関係の解読

人間関係マップ

自己紹介ゲーム

視線と発話

自己主張

息づかいの調和

o 20 40 60 80 100 

Figure 2 印象に残ったモジュール(%)

に残りやすいのであろう。

最も多くの参加者が印象に残ったモジュ ールとし

て挙げたのは，暫定的に最初の 2年間導入した トラ

ンプゲ ムであった (Figure2)。このモジュ ール

は，異文化体験の代表的なゲームである BARNGA

(Thiagaragan， 1990)をベースにしたもので，参加

者の多くがそこで感じた異文化感に強い衝撃を受け

たと報告した。さらに，体験学習から感じた異文化

感を日常生活で感じる異文化感(関東と関西といっ

た地域間の異文化感，職業 ・職位や価値観の違いに

より相手に対して感じる異文化感等)と結びつけて

述べていた。その意味で感情的なインパク卜の強さ

が印象の残りやすさにつながったといえる。しかし

ながらその一方で，一部の参加者は模擬的に異文化

を体験するという状況設定のために，他ク♂ループと

は違うルールの トランプゲームを知らず知らずに行

わされたことによって，他者に対する葛藤や不快感

が作り上げられていたことに怒りや苛立ちを感じて

いた。参加者に対するインパクト(感動や驚き)が

強いモジュ ールは劇的な気づきの効果を持つことが

期待できるものの，それだけにモジュ ール終了後の

解説 ・分かち合いやデブリ ーフィングに十分な時間

をかける必要がある。本研究のようにごく短期間で

実施するプログラムでは，そのような時間の確保と

ともに， ファシリテーターと参加者の信頼関係，参

加者間の信頼関係とも中長期的な トレーニングのよ

うに時間をかけて形成していくことが難しい。これ
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らのことを考慮する と， 短期的なプログラムにイン

パクトの強いモジュ ールを含める場合には，かなり

余裕を持ったスケジュ ーリ ングで実施する必要があ

ると言える。

今後の生活にどう役立つか? ふりかえり用紙へ

の回答の中には，次のようなものがあった。

・人とのコミュ ニケーションのとり方の苦手な人

にどうスキルアップしてもらうか，今の仕事の

中でどう活かしていけばよいか， これからじっ

くり考えたい。このような実験を通して仕事の

中でグループやチームの リー ダ一的存在の発掘

に利用できる気がした。 (2007年度参加， 30代

女性)

・ひきこもりの方々への支援活動の中で，現在ど

のようにして関係者全員(ご本人，親御さん，

支援者)がメタレベルでのコンセンサスに至る

かが課題でしたが，今日の トランプゲームが非

常に参考になりました。この"お互いが正しい"

という感覚を現場で感じていきたいと思いま

す。 (2004年度参加， 30代男性)

社会人の参加者は，SSTの成果を家族や友人との

関係にとどまらず，職業(営業職や看護 ・福祉をは

じめとする対人援助職など)やその業務に特有な対

入場面(会議やプレゼンテーション，カンファレン

スなど)，職場内での自身を取り巻く対人関係(同僚

や部下 ・上司との関係)ならびに職場内教育(新入

社員研修なと)等に結びつけたいという意見を多く

挙げた。このように本研究の参加者の多くは，自己

啓発を目的にすることにとどまらず，他者の対人関

係の支援や教育のために， SSTで得られた成果を利

用したいと期待していることがわかる。

考 察

短期的 SSTの社会人に対する効果

本研究では，連続2日間という短期的な社会的ス

キル ・ト レーニンクを社会人に適用した 5年分の

結果について検討した。参加者の自己評定による

と，ほとんどの社会的スキル尺度で有意な訓練効果

が認められた。ただし，TA (あいまいさ耐性の低

さ)では効果が確認できなかった。

ところで，本研究とほぼ同様のモジュ ールを用

い，大学生を対象に週 l回 (90分)X9週間の期間

をかけて実施した後藤 ・宮城 ・大坊 (2004)でも類

似の知見が得られた。また，この研究では TAに加

えて， I-IRM (階層的関係調整)でも訓練効果が確認

できていない。本研究では I-IRMには訓練効果が認

められており，今回の参加者が社会人であり，I-IRM 

の変化が50代の男性で顕著であることを踏まえる

と，職場での上下関係を日頃から経験している参加

者であるからこそ，このような変化が確認できたの

かもしれなし、。

なお，本研究では， SSTを通じて社会的スキルが

向上したと認知する参加者が相対的には多かったも

のの， 一部に社会的スキルが低下したと認知する参

加者もいた。このような現象は，SSTを通じたさま

ざまな体験を通して，自分の社会的スキルの不十分

さを認識するといった社会的スキルに対する感受性

の高まりと理解することができる(大坊ほか，2000; 

中尾， 2006)が，社会的スキルの主要な構成要素の

lつである主張性が十分に訓練されていなかったこ

とも一因である可能性がある。

訓練成果の日常生活への般化に向けて

ふりかえり用紙への記述からわかるように，社会

人は SSTから得られた成果を自分自身の対人関係

だけでなく，他者の対人関係の援助や教育のために

も活かしたいという意識が強くある。したがって，

社会人自身の社会的スキルの充実 ・向上を目的とし

た本研究のような SSTに引き続き，今後は今回の

SSTの応用編としてファシリテ ーションに関する

プログラムが用意される必要があろう。そのために

はまず，社会人が SSTで得た経験を具体的にどの

ような援助や教育に応用しようとしているのか，参

加者の動機をより詳細に把握し，プログラムを作成

する必要がある。

また，SSTの効果が参加者の自己報告を通じて確

認されるだけでなく，より客観的な指標を通じても

縫認されることが求められる。今後は主観的な指標

と共に，客観的な指標を併用して(相JII，2000)，参

加者同士での他者評価や，第三者からの評価，行動

指標などを組み込んだ多面的な検討を加えたい。

実践と研究を両輪に

SSTの実践ならびに研究はすでに数多くなされ

ているが，それらはまだ SSTをより発展させるた

めの両輪にはなりえていなし、。 SSTの実践を通じて

その成果を測定することはさまざまな困難を伴い，

実践と研究が相容れない面もある。
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ただ， SSTはいま，特定の者だけを対象とせず，

教育機関や職場(山口・小口， 2001)，地域の コ

ミュニティ拠点などを間口とし多様な人々に対して

適用が期待されている。そ うなると多くの参加者に

対してより簡易で効果的なトレーニ ング ・プログラ

ムが求められることになる。それだけに，参加者が

SSTを通じて得た経験や気つ、き，変化を科学的に吟

l床し，それを踏まえプログラムを洗練させていくこ

とが必要であると考えられる。
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